
策定年月日 R2.12.21

施設名称 所管所属名称

大分類 公用施設 中分類 庁舎 小分類 単独庁舎

構造 鉄筋コンクリート 用途 庁舎 建築日 1970/3/25

経過年数 ５０年 耐用年数 ５０年 目標使用年数 ６５年

運営方式 直営 管理者名称
亘理農業改良
普及センター 全延床面積（㎡） 582

所在地

必要性の有無 有

農業経営及び農村生活の改善に関する科学的技術及び知識の普及指導，農業経営及び農村生活の改善等に関
する情報の提供その他の活動を行う。

個別施設計画様式（参考）

１　対象施設・施設概要

施設情報

亘理農業改良普及センター 農業振興課

公共施設等総合管理方針施設分類

主要建物概要

亘理町逢隈中泉字本木９

２　計画期間

計画期間は令和３年から令和１２年までの１０年間とする。

３　点検・診断によって得られた個別施設の状態

別添「保全点検結果報告書」のとおり

４　当該施設の必要性

６　対策内容，時期及び概算費用

別添「短期保全計画表」のとおり

必要性の判断理由 宮城県における地域の農業経営等に関する指導機関として必要である。

５　施設ごとの今後の対策

管理に関する基本
的な考え方を踏まえ
た施設の管理方針

　令和２年度現在で５０年を経過し，耐用年数に近づいているものの，宮城県における地域の農業経営
等に関する指導機関として必要な施設である。
　庁舎の老朽化も目立つものの，長寿命化の方針を取り入れて修繕工事を行いながら，適切な維持管
理に努めている。３年に１度は営繕課による施設保全点検を実施し，その結果に基づき必要な対応を
行う。点検・補修結果についてはデータを蓄積し今後の施設保全に活用を図る。
　予防保全の考え方を取り入れ，劣化状況等に応じた周期的な改修等を図ると共に計画的な修繕・更
新を行う。
　目標使用年数は，宮城県公共施設等総合管理方針における推計条件を準用し，法定耐用年数の３
０％増である６５年を目指す。

施設間・対策間の優
先順位の判断内容

「電灯設備」
　令和元年度のLED化した執務室の一部の照明以外は，設置から20年以上が経過しており，長寿命化
と執務環境改善のため，LED照明化を進める必要があると判断する。
「会議室のカーテン」
　設置から20年以上が経過しており，退色の及び埃を吸ったカーテンは不衛生であることから，執務環
境改善及び来所する県民の利便性向上の観点から，掛け替えが必要と判断する。
「建物の外壁」
　軒天に見られる塗装の剥離及び鉄筋の露出（爆裂箇所）については，経過観察中であり，数年以内に
補修が必要と考えらる。
「建物の内装」
　1階男子トイレ，2階北側室の鉄筋コンクリート壁のひび割れ，1階執務室等の床ビニルタイルのひび割
れ，2階廊下幅木の欠損については，経過観察中であり，劣化の進行状況に応じて補修が必要になると
思われる。
「避難施設等」
　階段蹴り上げの床ビニルタイルのひび割れ及び剥離については，経過観察中であり，劣化の進行状
況に応じて補修が必要になると思われる。

設置根拠規定等
地方自治法第１５５条第１項，１５６条第１項
行政組織規則第７１条

業務内容



1500㎡
以上

防災拠点

1 事務所本館 行政財産 1970/3/25 1970/3/25 330.85 582.10 2 庁舎 鉄筋コンクリート 50年 51年 保全点検

3 車庫　倉庫 行政財産 1970/3/25 1970/3/25 97.50 97.50 1 倉庫・物置 鉄骨造 31年 51年 保全点検準用

4 石油置場 行政財産 1975/3/28 1975/3/28 3.84 3.84 1 倉庫・物置 コンクリートブロック 34年 46年 保全点検準用

5 ボンベ置場 行政財産 1970/3/25 1970/3/25 3.00 3.00 1 倉庫・物置 コンクリートブロック 34年 51年 保全点検準用
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